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任
期
満
了
に
伴
う
岩
見
沢
商
工

会
議
所
議
員
改
選
に
つ
い
て
、
二

号
議
員
・
三
号
議
員
の
選
任
に
続

き
、
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
る
一
号

議
員
に
つ
い
て
、
九
月
九
日
か
ら

十
三
日
ま
で
立
候
補
を
受
け
付
け
、

二
十
日
ま
で
の
辞
退
の
届
出
期
間

が
終
了
し
た
た
め
、
二
十
四
日
に

選
挙
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

選
挙
委
員
会
で
は
、
立
候
補
者

数
が
定
数
（
三
十
一
名
）
と
同
数

だ
っ
た
事
か
ら
、
無
投
票
に
よ
っ

て
立
候
補
者
を
当
選
者
と
決
定

し
、
一
号
議
員
三
十
一
名
を
九
月

二
十
四
日
に
告
示
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
決
定
し
た
一
号
議
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
会
頭
を
始
め
と
す
る
役

員
は
令
和
元
年
十
一
月
一
日
開
催

予
定
の
臨
時
議
員
総
会
で
決
定
さ

れ
ま
す
。

第
二
十
九
期

岩
見
沢
商
工
会
議
所

一
号
議
員

　　決 

定

一
号
議
員

　　決 

定
第29期　１号議員（31名）

会　　社　　名 事 業 所 所 在 地

株式会社　政安土木 稔町71番地94
空知印刷　株式会社 ２条東２丁目２番地５
空知石炭　株式会社 ４条西15丁目８番地
株式会社　髙橋工務店 ４条東11丁目４番地２
株式会社　ライフネット ４条東14丁目１番地
日の出交通　株式会社 大和２条９丁目19番地５
社会福祉法人　岩見沢福祉会 北２条西12丁目
行政書士内田総合法務事務所 ３条東17丁目３番地１
株式会社　フラワーショップ虹花 ７条西７丁目25番地
共進工業　株式会社 ４条東12丁目
岩見沢液化ガス　株式会社 ３条東14丁目９番地
株式会社　組合印刷 上幌向町559番地４
株式会社　ＡＳＫ ２条西５丁目８番地１
株式会社　鈴木造園 栄町７丁目46番地
津島工業　株式会社 １条東６丁目１番地
武蔵商事　株式会社 １条西１丁目９番地
株式会社　本山測量設計 ７条東５丁目５番地
有限会社　コロナ ２条西３丁目４番地
栄建設　株式会社 岡山町18-９
株式会社　文明堂 ９条西１丁目１番地
株式会社　コンドウ生コンクリート 上幌向町564番地２
ランドシステム　株式会社 ４条西５丁目１番地１
株式会社　西方建設 志文町995番地19
有限会社　アート 南町90番地
株式会社　サン研ライフサービス 岡山町129番地26
株式会社　まつむら 上幌向南１条５丁目698番地
有限会社　スギモト １条西２丁目７番地２
北燃商事　株式会社 ８条東１丁目３番地
アクサ生命保険　株式会社　岩見沢営業所 １条西１丁目16番地 商工会議所会館３Ｆ
株式会社　大和商会 ６条東３丁目１番地１
東光電機工業　株式会社 ３条東14丁目２

（届出順）
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九
月
十
四
日
（
土
）
か
ら
十
六

日
（
月
・
祝
）
の
三
日
間
、
五
穀
豊

穣
、
健
康
長
寿
、
商
売
繁
盛
な
ど

を
祈
願
す
る
「
第
三
十
七
回
い
わ

み
ざ
わ
百
餅
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
四
月
よ

り
企
画
を
進
め
、
七

月
十
一
日（
木
）に
は

百
餅
祭
り
事
業
の
一

環
と
し
て
百
餅
麦
酒

祭
を
開
催
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
ご
協

力
に
よ
り
祭
り
を
支

え
て
い
た
だ
き
、
本

祭
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、

来
場
者
の
皆
様
に
何

時
で
も
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
大
臼
餅
つ
き
等
の
イ
ベ

ン
ト
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め

ま
し
た
。
そ
の
た
め
櫓
周
辺
は
終

始
、
イ
ベ
ン
ト
観
覧
の
お
客
様
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

大
臼
餅
つ
き
で
は
、
直

径
二
・
二
ｍ
の
大
臼
を

使
い
、
百
餅
若
衆
と
来

場
者
が
協
力
し
て
二
百

キ
ロ
の
杵
で
六
十
キ
ロ

の
餅
を
ヨ
イ
ト
マ
ケ
方

式
で
豪
快
に
つ
き
上
げ

ま
す
。
杵
を
下
ろ
す
た

び
に「
餅
の
し
ぶ
き
」が

飛
び
散
る
光
景
に
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
き
上
が
っ
た
餅
は
、

お
汁
粉
に
し
て
来
場
者

に
振
る
舞
わ
れ
、
お
汁

粉
配
付
所
に
は
毎
回
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
、
大
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

　

ま
た
、
十
五
日
と
十
六
日
に
は

駅
東
市
民
広
場
公
園
で
開
催
さ

れ
た
「
い
わ
み
ざ
わ
情
熱
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
て
、
農
産
物
の
販

売
等
が
行
わ
れ
、
中
心
街
と
駅
周

辺
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

百
餅
祭
り
は
岩
見
沢
の
お
祭
り

の
一
つ
と
し
て
、
道
内
は
も
と
よ

り
全
国
的
に
も
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
集
客
力
を
岩
見
沢
の
経

済
の
発
展
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
よ
り
魅
力
の
あ
る
「
い
わ

み
ざ
わ
百
餅
祭
り
」
と
な
る
よ
う
、

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

先
月
の
会
議
所
だ
よ
り
（
九
月

号
）
で
ご
案
内
し
ま
し
た
永
年
勤

続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
十
一
月

十
五
日（
金
）十
八
時
か
ら
北
海
道

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド　

ホ
テ
ル
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

被
表
彰
該
当
者
の
方
が
お
り
、

申
請
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
企
業

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
先
月
の
会

議
所
だ
よ
り（
九
月
号
）に
同
封
の

申
請
用
紙
又
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
負
担
金

を
添
え
て
十
月
十
五
日（
火
）ま
で

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。　
　

　

な
お
、
期
間
終
了
後
の
受
付
は

致
し
ま
せ
ん
の
で
期
間
厳
守
で
お

願
い
致
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

九
月
十
日
（
火
）

～
十
月
十
五
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所　

運
営
課

　

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

第
六
十
一
回 

岩
見
沢
商
工
会
議
所

永
年
勤
続

  

優
良
従
業
員

  

表
彰
式
の
お
知
ら
せ

第
三
十
七
回

い
わ
み
ざ
わ
百
餅
祭
り

い
わ
み
ざ
わ
百
餅
祭
り

本
年
も
盛
会
に
終
了
！

お
　
　
礼
　

　

「
百
餅
麦
酒
祭
」
並
び
に

「
百
餅
祭
り
」
に
対
し
て
多

く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
今
年

も
百
餅
祭
り
が
無
事
盛
会
裡

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と

を
、
実
行
委
員
会
と
致
し
ま

し
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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九
月
三
日
、
道
内
及
び
東
北
六
県

の
六
十
九
商
工
会
議
所
の
会
頭
等

二
百
三
十
九
名
が
出
席
し
、
福
島
県

福
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
所

か
ら
は
松
浦
会
頭
を
は
じ
め
六
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
北
六
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
鎌
田
会
長
、
北
海
道
商
工

会
議
所
連
合
会
の
岩
田
会
頭
、
開
催

地
福
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の
渡

邊
会
頭
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
久
貝

日
本
商
工
会
議
所
常
務
理
事
、
相
楽

東
北
経
済
産
業
局
長
、
井
出
福
島
県

副
知
事
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
・
北
海
道
両
地
域
を
代

表
し
て
古
川
、
遠
軽
、
天
童
、
苫
小
牧

の
各
商
工
会
議
所
の
会
頭
か
ら
地
域

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

た
あ
と
、
連
絡
会
議
の
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

《
宣
言
内
容
》

【
経
済
好
循
環
の
原
動
力
で
あ
る
中

小
企
業
の
活
力
強
化
】

一

．
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
切
れ

目
の
な
い
経
済
対
策
の
実
施

一

．
地
域
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
、

創
業
・
経
営
革
新
、
円
滑
な
事
業
継

承
に
向
け
た
伴
走
型
支
援
の
強
化

一

．
両
地
域
で
つ
く
ら
れ
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
国
内
外
向
け
販
路
拡

大
・
開
拓
支
援
の
強
化

一

．
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成

や
健
康
経
営
の
推
進
に
対
す
る
支

援
、
先
進
技
術
を
用
い
た
労
働
力

不
足
へ
の
対
応
強
化

【
地
方
創
生
推
進
に
向
け
た
活
動
基

盤
の
強
化
】

一

．
両
地
域
の
地
域
資
源
・
特
性
を

活
か
し
た
観
光
産
業
の
振
興
・
成

長
産
業
の
育
成

一

．
イ
ン
・
ア
ウ
ト
双
方
向
で
の
交

流
人
口
拡
大
及
び
両
地
域
の
連
携

に
よ
る
立
体
観
光
の
推
進

一
．
両
地
域
の
発
展
・
災
害
に
強
い

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
高
規
格
幹

線
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
資

本
整
備
の
推
進
、
行
政
と
連
携
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
策
定
の
推
進

一

．
北
海
道
新
幹
線
「
新
函
館
北
斗
・

札
幌
」
間
の
早
期
建
設
促
進

一

．
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
し

た
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

の
推
進

【
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
復
興

と
福
島
再
生
に
向
け
た
継
続
的
な

支
援
】

一

．
二
〇
二
〇
年
度
以
降
の
確
実
な

復
興
予
算
確
保
と
特
例
的
な
財
政

支
援
の
継
続

一

．
風
評
被
害
払
拭
・
風
化
防
止
に

向
け
た
情
報
発
信
と
日
本
産
食
品

等
の
輸
入
規
制
撤
廃

一

．
原
子
力
災
害
の
速
や
か
な
収
束
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
被
災
地
域

の
早
期
再
生
の
実
現

　

九
月
九
日
開
催
さ
れ
た
委
員
会

で
は
、
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
、
制
度
説
明
や
意
見
交
換
を
行

い
、
左
記
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
決

ま
り
ま
し
た
。

①

魅
力
的
な
労
働
環
境
づ
く
り
の

推
進

●

社
員
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め

の
リ
ス
ク
対
策
と
し
て
事
業
継

続
計
画
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
浸
透

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
防
災

減
災
の
事
前
対
策
に
取
り
組
む

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
を
作
成

し
て
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
認
定

を
受
け
る
制
度
を
紹
介
し
ま
し
た
。

計
画
に
は
、
企
業
の
災
害
へ
の
リ

ス
ク
認
識
や
被
害
想
定
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

確
認
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

委
員
か
ら
は
、「
計
画
作
成
が
目
的

で
は
な
く
、
実
効
性
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
実
態
に
あ
っ
た
も

の
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
岩
見
沢
市
で
も
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
企
業
へ
の
制
度
周
知
や

個
々
の
実
態
に
合
わ
せ
た
計
画
策

定
の
支
援
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

●

健
康
経
営
推
進
に
よ
る
人
材
の

定
着

　

中
小
企
業
に
お
け
る
「
健
康
経

営
」
の
認
知
度
向
上
と
健
康
経
営

の
実
践
を
促
す
た
め
、
北
海
道
商

工
会
議
所
連
合
会
が
実
施
す
る

「
健
康
企
業
宣
言
運
動
」や
協
会
け

ん
ぽ
が
実
施
す
る
「
健
康
事
業
所

宣
言
」
の
推
進
、
腕
時
計
型
端
末

「fitb
it

」
貸
与
事
業
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。ま
た
、会

議
で
は
、
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
の
認
定
基
準
、
昨
年
か
ら

の
変
更
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

②

人
手
不
足
対
応
・
消
費
税
軽
減

税
率
対
応
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
導
入

の
支
援

●

消
費
税
軽
減
税
率
・
価
格
転
嫁

対
応

　

二
〇
一
九
年
十
月
か
ら
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
の
導
入
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
消
費
者
還
元
事
業
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
軽
減
税
率
制

度
の
導
入
に
よ
る
消
費
税
の
経
理

処
理
、
確
定
申
告
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。（
次
頁
）
決

算
申
告
時
に
慌
て
な
い
為
に
も
ぜ

ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費

者
還
元
事
業
で
は
、
九
月
五
日
現

在
で
一
三
八
店
舗
の
事
業
者
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費
者
還
元
事

業
者
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
当
所

で
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応

状
況
調
査
を
会
員
向
け
に
実
施
し

て
お
り
、結
果
を
踏
ま
え
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
や
支
援
方

法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
推
進

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、

企
業
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
委

員
会
で
は
、
中
小
企
業
が
自
ら
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
を
自
己
宣
言
す
る
制
度

「S
E
C
U
R
IT
Y

A
C
T
IO
N

」を
紹

介
し
、
企
業
防
衛
の
た
め
の
一
助

と
な
る
よ
う
普
及
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

③

順
次
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革

実
施
に
向
け
た
中
小
企
業
へ
の

対
応

　

二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
い
よ
い

よ
罰
則
付
き
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
中
小
企
業
で
も
開
始
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
企
業
で
は
３６
協
定

の
見
直
し
や
労
働
時
間
の
適
正
な

把
握
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当

所
で
は
、
会
議
所
だ
よ
り
九
月
号

に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
働

き
方
改
革
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
活
用
の

他
、
今
後
も
制
度
に
中
小
企
業
が

対
応
で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信
等

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

報
告
事
項

●

第
六
十
九
回
全
道
商
工
会
議
所

大
会
提
出
議
案
報
告
に
つ
い
て

●
ル
ー
ト
１２
企
業
交
流
会

東
北
・
北
海
道

商
工
会
議
所
連
絡
会
議

東
北
・
北
海
道

商
工
会
議
所
連
絡
会
議

第
五
十
四
回

令
和
元
年
度
第
一
回

中
小
企
業
委
員
会
開
催

中
小
企
業
委
員
会
開
催
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岩見沢商工会議所　岩見沢地方中小企業相談所  （岩見沢市１条西１丁目  TEL 22-3445）

岩見沢地方中小企業相談所からのお知らせ

軽減税率制度導入に伴い
区分記載請求書等保存方式に変わります

軽減税率制度導入後の会計処理実務
～決算申告時に慌てない～

消費税軽減税率制度の導入により、複数税率を管理するための措置として、2019年10月１日～2023年
９月30日までは、「区分記載請求書等保存方式」が導入されます。そして、2023年10月１日からは、事
業者番号等が追記される「適格請求書等保存方式」（インボイス制度）が導入されます。

請求書等保存方法
（現行制度）

2019年10月1日

例

2023年10月1日

区分記載請求書保存方法
（簡素な方法）

経過措置期間（４年間）

請求書等に必要とされる記載事項

■ 区分記載請求書（2019年10月1日～2023年9月30日)

１．消費税の経理のポイント
２．軽減税率制度の下での税額計算の方法
３．消費税確定申告の作成手順の変更  等

令和元年11月5日（火）  13：30～15：30
ホテルサンプラザ （岩見沢市４条東１丁目）
税理士　星　　叡　氏

適格請求書等保存方法
（インボイス制度）

①請求書の発行者の氏名または名称
②取引年月日
③取引の内容
④対価の額
⑤交付を受ける者の氏名または名称(※)

請　求　書

発行日：令和元年10月20日

×××商事

岩見沢市×条△丁目□番地
TEL:0126-00-1234

①

②

⑤

③

④

⑥

⑦

⑥

実務の影響・変更点を分かりやすく解説するセミナーを開催します。

⑥軽減税率の対象品目である旨

⑦税率ごとに合計した対価の額

(※) 小売業、飲食店業、写真業、旅行業、タクシー業、駐車場業
など不特定多数の者にサービスを提供する場合は記載不要です。

変

更

前

変
更
後

内　容

日　時

場　所

講　師

○○商会　様

今回ご請求額

日　付

10/5

10/6

品　　　目

食　　　　料　　　　品

雑　　　　　　　　　貨

食　　　　料　　　　品

雑　　　　　　　　　貨

区　分

☆

☆

税込価格

3,240円

1,100円

4,320円

3,300円

4,400円

7,560円

11,960円

10%税率対象合計

8%税率対象合計

合　計

11,960円

注）☆は軽減税率(8%)適用商品
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
八
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

八
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
二
一
・
〇
（
前
月
比
▲
〇
・

八
ポ
イ
ン
ト
）。
気
温
の
上
昇
に
よ

り
飲
食
料
品
な
ど
の
夏
物
商
材
の

需
要
が
拡
大
し
、
小
売
業
や
卸
売

業
の
業
況
が
改
善
す
る
一
方
、
急

激
な
猛
暑
の
到
来
や
台
風
な
ど
の

天
候
不
順
に
伴
う
客
足
減
少
に
よ

り
、
飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
サ
ー

ビ
ス
業
の
業
況
が
悪
化
し
た
。
加

え
て
、
一
部
の
地
域
か
ら
は
日
韓

情
勢
の
影
響
に
よ
る
観
光
客
の
減

少
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
原
材

料
費
の
高
止
ま
り
、
米
中
貿
易
摩

擦
や
世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明

感
が
製
造
業
を
中
心
に
広
く
業
況

の
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
足
元
で

弱
い
動
き
が
続
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

二
二
・
七
（
今
月
比
▲
一
・
七
ポ
イ

ン
ト
）。
個
人
消
費
の
拡
大
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
拡
大

へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
一

方
、
人
手
不
足
の
影
響
の
深
刻
化

や
、
原
材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増

加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
貿
易

摩
擦
の
激
化
や
世
界
経
済
の
動
向
、

日
韓
情
勢
の
行
方
、
消
費
税
引
上

げ
の
影
響
な
ど
不
透
明
感
が
増
す

中
、
中
小
企
業
の
業
況
感
は
慎
重

な
見
方
が
続
く
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
卸
売
業
、

小
売
業
で
改
善
、
そ
の
他
三
業
種

で
悪
化
と
な
っ
た
。
各
業
種
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト

は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
慢
性
化
し
て
い
る
人

手
不
足
の
解
消
や
働
き
方
改
革
に

よ
る
残
業
時
間
削
減
へ
の
対
応
の

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
導
入
を
進

め
て
い
る
。
生
産
性
向
上
に
取
り

組
み
、
さ
ら
な
る
売
上
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。」（
一
般
工
事

業
）、「
猛
暑
が
続
く
中
、
作
業
効
率

よ
り
も
現
場
の
作
業
員
の
安
全
確

保
を
優
先
し
、
水
分
補
給
や
休
憩

の
確
保
な
ど
熱
中
症
対
策
を
行
っ

た
た
め
、
工
期
を
延
長
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
経
費
が
増
大
し

た
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手
不
足
か

ら
下
請
業
者
が
な
か
な
か
見
つ
か

ら
ず
、
受
注
で
き
な
い
案
件
も
多

い
。」（
管
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
一
段
と
厳
し
く
な
る

米
中
貿
易
摩
擦
の
影
響
に
よ
り
、

大
手
企
業
か
ら
の
受
注
が
激
減
し

た
。
し
ば
ら
く
は
売
上
高
の
前
年

割
れ
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
な
い
。」

（
電
器
計
測
器
製
造
業
）、「
猛
暑

に
よ
る
消
費
者
の
購
買
意
欲
の
減

退
を
懸
念
し
て
い
た
が
、
お
盆
の

帰
省
客
を
見
込
ん
だ
受
注
増
が
あ

り
、売
上
は
改
善
し
た
。
秋
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
増
産
体
制
を

整
え
、
需
要
の
取
組
み
を
図
り
た

い
。」（
食
料
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
猛
暑
を
背
景
に
飲
料

品
を
中
心
に
需
要
が
増
加
し
、
売

上
・
採
算
と
も
に
回
復
し
た
。
し

か
し
、
日
韓
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、

飲
食
店
等
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

減
少
が
続
け
ば
今
後
の
売
上
悪
化

は
避
け
ら
れ
ず
、
影
響
の
長
期
化

を
懸
念
し
て
い
る
。」（
飲
食
料
品

卸
売
業
）、「
堅
調
な
建
設
需
要
を

背
景
に
売
上
は
増
加
し
て
い
る
が
、

運
送
コ
ス
ト
や
人
件
費
・
外
注
費
、

仕
入
価
格
上
昇
分
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
ず
、
採
算
確
保
に
苦
戦

し
て
い
る
。」（
建
設
資
材
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
お
盆
期
間
中
は
広
範

囲
か
ら
の
客
足
獲
得
に
成
功
し

た
ほ
か
、
消
費
税
引
上
げ
を
前

に
、
家
具
な
ど
の
高
単
価
商
品
が

よ
く
売
れ
、
売
上
が
増
加
し
た
。」

（
百
貨
店
）、「
気
温
の
上
昇
に
よ
り

エ
ア
コ
ン
の
注
文
が
集
中
し
、
お

盆
期
間
中
も
設
置
工
事
に
追
わ
れ

た
。
消
費
税
引
上
げ
前
の
駆
け
込

み
需
要
を
狙
い
、
量
販
店
な
ど
資

金
力
が
あ
る
と
こ
ろ
に
商
品
を
お

さ
え
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
、
商
品
の
品
薄
や
品
切
れ
の
発

生
を
懸
念
し
て
い
る
。」（
電
化
製

品
等
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
日
韓
情
勢
を
背

景
に
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
激

減
し
て
い
る
ほ
か
、
予
約
の
キ
ャ

ン
セ
ル
も
相
次
ぎ
、
売
上
が
大
幅

に
落
ち
込
ん
だ
。
台
湾
な
ど
他
の

国
か
ら
の
客
足
は
堅
調
だ
が
、
来

月
か
ら
は
近
隣
空
港
の
韓
国
便
の

運
航
休
止
や
縮
小
が
決
ま
っ
て
お

り
、
先
行
き
に
対
す
る
不
安
感
が

拭
え
な
い
。」（
宿
泊
業
）、「
急
激

な
猛
暑
で
、
昼
も
夜
も
客
足
が
鈍

い
。
地
域
を
あ
げ
て
開
催
す
る
大

規
模
な
お
祭
り
も
今
年
は
平
日
開

催
だ
っ
た
た
め
、
期
待
し
た
ほ
ど
売

上
は
伸
び
な
か
っ
た
。」（
飲
食
業
）

北海道最低賃金

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

最低賃金額 時間額 861円 効力発生年月日 令和元年10月3日

「必ずチェック　最低賃金！ 使用者も、労働者も」 北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くす
べての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等
を含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改
定されました。

○ 最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。
○ 最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰されることがあります。
○ 特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械
器具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック製造業」）で働く者には北海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

業況DI（前年同月比）の推移

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

19年
3月 4月 5月 6月 7月 8月

先行き見通し
9月〜11月

全  産  業 ▲ 16.9 ▲ 16.7 ▲ 17.1 ▲ 18.3 ▲ 20.2 ▲ 21.0 ▲ 22.7

建 設 ▲ 5.8 ▲ 3.9 ▲ 7.7 ▲ 9.5 ▲ 5.6 ▲ 9.5 ▲ 12.2

製 造 ▲ 16.6 ▲ 18.3 ▲ 22.3 ▲ 20.0 ▲ 20.5 ▲ 23.1 ▲ 23.5

卸 売 ▲ 22.4 ▲ 20.5 ▲ 19.8 ▲ 25.5 ▲ 27.4 ▲ 25.2 ▲ 23.0

小 売 ▲ 29.5 ▲ 33.9 ▲ 29.4 ▲ 28.3 ▲ 33.9 ▲ 31.1 ▲ 34.8

サ ー ビ ス ▲ 11.7 ▲ 7.9 ▲ 6.7 ▲ 10.9 ▲ 14.5 ▲ 15.9 ▲ 18.5
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同
一
労
働
同
一
賃
金
？

　

い
わ
ゆ
る「
働
き
方
改
革
」の
目

玉
の
ひ
と
つ
が
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
で
す
。

　

こ
の
言
葉
が
独
り
歩
き
し
て
、

同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
正
社
員
に
も
非
正
規
社
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
有
期

雇
用
労
働
者
）
に
も
同
じ
賃
金
を

支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
は
「
当
た
ら
ず
と
も
遠
か

ら
ず
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　

同
一
賃
金
同
一
労
働
と
い
う
の

は
、
大
雑
把
に
い
え
ば
、
①
正
社

員
と
非
正
規
社
員
と
の
間
で
、
職

務
内
容
（
業
務
の
内
容
と
責
任
の

程
度
）そ
の
も
の
と
、職
務
内
容
と

配
置
を
変
更
し
う
る
範
囲
（
業
務

内
容
の
変
更
や
転
勤
等
）
が
同
じ

場
合
に
は
、
正
社
員
だ
け
を
優
遇

す
る
よ
う
な
差
別
的
取
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い（
均
等
待
遇
）と
い

う
こ
と
と
、
②
職
務
内
容
そ
の
も

の
や
、
職
務
内
容
・
配
置
の
変
更

範
囲
等
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
他
の
事
情
を
も
考
慮
し

て
不
合
理
と
い
え
る
よ
う
な
待
遇

差
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
（
均
衡

待
遇
）
と
い
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
正
社
員
と
非
正
規

社
員
の
間
に
待
遇
差
（
賃
金
格
差

等
）
を
設
け
る
こ
と
が
一
律
に
禁

止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
待

遇
差
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
は
合

理
的
と
し
て
許
さ
れ
、
あ
る
い
は

不
合
理
な
も
の
と
し
て
禁
止
さ
れ

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、法
律
で
は
、待
遇
差
が
合

理
的
か
否
か
は
、
給
与
の
支
給
額

全
体
が
多
い
か
少
な
い
か
と
い
っ

た
こ
と
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

個
々
の
待
遇
（
基
本
給
、
賞
与
、
役

職
手
当
、
福
利
厚
生
、
教
育
訓
練

な
ど
）
ご
と
に
、
そ
の
性
質
や
目

的
に
照
ら
し
て
適
切
と
認
め
ら
れ

る
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は　

厚
生
労
働
省
が
定
め
た
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

具
体
例
を
含
め
て
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
賞
与
（
ボ
ー
ナ
ス
）

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
会
社
の
業

績
等
へ
の
労
働
者
の
貢
献
に
応
じ

て
支
給
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
同

一
の
貢
献
に
対
し
て
は
同
一
の
、

違
い
が
あ
れ
ば
違
い
に
応
じ
た
支

給
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
同
じ
貢
献
度
合
い

で
あ
る
の
に
正
社
員
に
の
み
ボ
ー

ナ
ス
を
支
給
し
、
非
正
規
社
員
に

は
支
給
し
な
い
と
い
っ
た
待
遇
差

は
不
合
理
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

正
社
員
と
パ
ー
ト
、
バ
イ
ト
な

ど
、
異
な
る
契
約
形
態
の
従
業

員
を
雇
っ
て
い
る
事
業
者
さ
ん
は
、

必
ず
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
日
本
商
工

会
議
所
が
配
布
し
て
い
る
「
働
き

方
改
革
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

記
事
協
力

弁
護
士
法
人
小
寺
・
松
田
法
律
事

務
所
　
岩
見
沢
事
務
所

電
話
　
二
二

−

三
三
八
〇

弁
護
士
・
小
野
田
　
充
宏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
東
高
校
、
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
。
検
事
を
経
て
、
平
成

一
九
年
よ
り
弁
護
士
。
地
元
企
業

の
新
展
開
の
支
援
に
力
を
注
ぐ
。

法
律
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

11月１日㈮　臨時議員総会

　　５日㈫　「軽減税率制度導入
　　　　　　後の会計処理実務」セミナー

　　15日㈮　第61回永年勤続優良従業員表彰式・祝賀会

　　17日㈰　第153回日商簿記検定試験

　　19日㈫　会員向け無料労務相談

　　20日㈬　会員向け無料法律相談

10月15日㈫　会員向け無料労務相談

　　16日㈬　第７回ルート12企業交流会

　　　　　　会員向け無料法律相談

　　24日㈭　第153回日商簿記検定試験申込受付締切

　　　　　　　※オンライン申込締切は23日㈬

　　27日㈰　第217回日商珠算検定試験

～10月、11月の会議所行事予定～～10月、11月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事を
お知らせします！（10月10日現在）なおホームページでは、新情報を
随時更新しています。  http://www.iwamizawacci.or.jp/

新春会員交流会は
令和２年１月10日
開催します！

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を９/17～11/29に実施いたします。本キャンペーンは、『商工会議所福祉
制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応
えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

岩見沢商工会議所　運営課　TEL 22-3445　／　アクサ生命保険㈱岩見沢営業所　TEL 25-4788


